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肺 内お よ び肺 門 リンパ 腺 石 灰 化 巣 の レ線 学 的 研 究

第2報 肺内お よび肺門 リンメ腺石灰化巣の間接写 真上の診断限界

塩 沢 活

結核予防会結核研究所(所長 隈部英雄)

受付 昭和33すく12月1日

第1報 において は肺門部正切像 を構成す る血管 を 区

域解剖学的に分析 し,正 切像の レ線写真上の 出現頻度,

形,大 きさについて検討 したが,本 報 告においては肺内

お よび肺門 リンパ腺石灰化 巣について,そ の間接写真 上

の読影限 界 について検索 す るとともに,肺 門部石灰化巣

と血管正切像 との鋸別 について検討 した。

研 究 方 法

〔A〕 肺内お よび肺門 リンパ腺石灰化巣の間接写真 上

の読影 限界 を知 る目的で,該 部 に石灰化巣 を認 め る小学

校学童130例 の有孔35mm間 接 写真 を,当 所 の5名 の

医師が石灰化巣 を有す る例 であ ることを知 つた うえで独

立 して読影 した成績 と,そ れ ぞれの例 におけ る背腹平面

写真(一 部に は側面写真 を加 えて石灰化巣の部位診断 の

参考 とした)の 部位 と大 きさの計測値 を基準 とした成績

とを比 較検討 した。石灰化巣の大 きさの測定 は,直 接写

真 上にて行い,ツ 反測定用 キャ リパ ーを使用 し,直 径の

数値 は横径 と縦径 との算術平均値(甥 綱 を もつ て示 し

た。

〔B〕 実際 の集 団検診 の さいに石灰化巣 が正 しく診断

され る割合 を知 る目的で,1小 学 校学童3,105名 につい

て有孔35mm間 接撮影 を実施 し,2名 の医師が独立 に

読影 し今 回石灰化巣 を新 たに認 めた もの と,今 までに発

見 され てい た石灰化巣 を有す る もの計45名 とについて

〔A〕の場合 と同様 に間接写真 と直接写真か ら得 られ た

成績 について比較検討 した。

〔A〕 〔B〕の場合に お ける 間接撮 影,直 接撮影 の 装

置,条 件は第1報 と同様であ る。間接 写真 の評価 はX

線懇話 会で定 めた評価法1)に よ り行 うと 〔A〕 ではC,

〔B〕 においてはBで あった。

研 究 成 績

本論文においては以下本文お よび表において,石 灰化

巣 の部位 は岡分類 に従 い,肺 野石灰化巣 はXA,肺 門

リンパ腺石灰化巣 はXBと 略記す る。

〔A〕 肺 内お よび肺門 リンパ腺石灰化巣の 間接写真上

の読影 限界

130例 の石灰化巣 を有 す る学童 の内訳 は,TC側 のみの

XAB76例,XB50例,左 右 にそれ ぞれXABお

よびXBを 認 める もの4例 で ある。 石灰化巣が 間接

写真上で発見 され る割合 を次の式 に従つて算 出 した。

読影 者5名 の平均 発見 率(読 影 者5名 が実際 に発 界、

した石灰化巣 の 数 の計/読 影者5名 全員発 兎 した 場合

の石灰化 巣の数の計)×100

肺野石灰化巣(XA)

XAの 直 接写真 上の 分布:表1の ごと く右57コ

66%左23コ34%,計80コ であ る。肺野 を 第2

肋骨,第4肋 骨 それぞれ の 前下縁 で引いた 水平線 によ

つ て上中下 にわ ける と上31%,中24%,下45%と

な り,大 きさ別 で は3～4mn57.5%で もつ とも多

く,つ いで5～6mm21.2%,2mm12.5%,7～10

mm8.8%の 順 とな る。

これ らXAの 間接写真上の発見率:表1の ご とく

80コ についての 発見率は 全体で82%,左 右別では右

80・6%,左852%,肺 野 別 では5%以 下の 危険率

で中野 の発見 率が悪 く,上 下野には有意 差はない。上下

野 においては左右別 に有意差 が認 め られないが,中 野 で

は5%以 下 の危険率で右 く左 となつてい る。石灰化巣 の

大 きさ別 には もつ とも著 明に差が認 め られ る。すなわち

1%以 下 の危険率 で2mm<3～4mm<5～6mm2

÷7～8mm÷9～10mmと なる。上 中肺野 を区分 し

た水平線 の中点 よ り肺頂部に向って垂線 を立て上野を内

外に区分 し,ま た中下野を区分 した水平線 の中点に垂線

を立 て中下野を内外に区分 して,内 側 と外側 の発見 率を

比較す ると,表2の ごとく左右 とも 外側の 発 見率が高

く,左 肺で は有意差 とはな らな いが,右 肺で は1%以

下の危険率 で内 く外 となる。

発見率低下の分析:発 見率が低下す る原因 として骨影

と重 なることが考 え られ るので この点 を分析 した。骨影

と重 な る もの41コ,重 な らぬ もの39コ でほぼ同数で

あ り,骨 重 有無 別発 見率は表2の ごとく,有68。8%,

無95.9%で,1%以 下の危険率で有 〉無 であ り,骨

影 との重 りが発見率低下 の大 きな原因 となってい るこ と

がわか る。

骨重有41コ について,重 なつた骨影 の種類 別に発 見
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表1 XAの 直接写真上の分布およびその間接写真上の発見率

注:aは直 接写真上の石灰化巣の数

bは5名 の読影者が間接写真上発見 した石灰化巣の数の和

cは5名 の読影者の平均発見率 〔b/a×5(読 影者数)〕×100

表2 XAの 内 外 側 。骨 重 有 無 別 発 見 率

率 をし らべ ると,表3の ごとく,後 肋骨 と 前肋骨 との

2重 骨重17.5%,後 肋骨重70.0%,前 肋骨重81.3

%の 順に発見率 は高 くな り,2重 の骨影 と 重 なつ た場

合 に発見率が著 し く低下す ることがわか る。

骨重無で見落 され た例 に つい てし らべ ると,表2の

ご とく左右 とも外側 では5名 全員が 見落 した ものは1

コもない。右 内側で骨 に重 な らない3～4mmの 石灰化

巣4コ の発見率15/20の 内訳 は 上野 玉 コ4/5,中 野

2コ4/5,2/5下 野5/5で あ り,上 野1コ の 見落 し

1/5はA1bの 正切像 とまぎ らわ しかった 例 で あ り,

中野2コ の見落 し1/5,3/5は 右肺動静脈幹か ら分岐

す る複雑 な血管 影に重 なつて見落 された もので ある。左

内側で骨に重 な らないで見落 しの あつた5～6mmの 石

灰化巣1コ の見落 し1/5,7～8mmコ の 見落 し は

2/5で,い ずれ も下野で左心臓影の縁に重 なつてい たた

め見落 され た もので ある。

読 みす ぎの分析:表4の ご とく骨影 と血管 の 重 なつ

た もの を 読 みす ぎた もの4コ で,骨 影 と重 な らない で

読 みす ぎた例 はなかった。

肺門 リンパ腺石灰化巣(XB)

肺 門 リンパ腺 の 命 名法は山下2)の 命 名法に 従つた・

これを図に示 す と図1の よ う に な り,以 下 の表 および
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表3 XAの 骨 重 の 種 類 別 発 見 率

表4 XAの 間接 写真上の読 みす ぎ

図1 肺門 リンパ腺 の部位(山 下2)に よ る)

右 肺 左 肺

(1) 右 気管側 リンパ腺 (1)大 動 脈弓上 リンパ腺

(2) 右S1リ ンパ腺L1〕 (2) ボタ ロー管 リンパ腺

(3) 右S3リ ンパ腺〔L3〕 (3) 左S1+2リ ンパ腺

〔L1+2〕(4) 右上(気 管支)幹 リンパ腺 (4) 左 上(気 管支)幹 リンパ腺

(5) 右気管気 管支 リンパ腺 (5) 左気管支幹 リンパ腺

(6) 右葉間 リンパ腺(上) (6) 左葉 間 リンパ腺(上)〔L3-4〕

(7) 右中(気 管支)幹 リンパ腺 (7) 左S4+5リ ンパ腺〔L4-5〕

(8) 右葉間 リ パ腺(下) (8) 左 葉間 リンパ腺(下)

(9) 右葉間 リンパ腺(下)〔L8-9〕 (9) 〃(〃)〔L8-9〕

(10)〃(〃)〔L9-10〕

文 中では肺門 リンパ腺 名は図1上 の番号 で示す。

直接写真 上にお ける分布:XBは 計196コ で左右別

では表5の ごとく右133コ68%,左63ユ32%で

右 が多い。部位 別では右 肺では(6)22.5%,(8)21.7%,

(4)15.8%の 順 に多 く,左 肺では(2)38.0%,(3)(4)そ れ

ぞれ17.5%,(7)12.7%の 順 に多い。大 きさ別にみ う

と,3～4mm26.0%,5～6mm25.5%で3～6mm

の ものが全体 の約半分 を占め,つ づ いて2mm17.9%,

7～8mm12.8%の 順 とな る。

間接 写真上 の発見 率:肺 門 リンパ腺の部位別 にし らべ

る と,表5の ごとく右(5)15.6%,左(5)20.0%が 他 に

比べ て発見率が低い傾 向が み られ るが,例 数が少 ない た

め部位別発見率 に有意差 は認 め られ ない。大 きさ別 では

XAの 場合 と同様に著差が認 め られ る。す なわ ち1%

以下の危険率で2mm<3～4mm<5～6mm÷7

～20mmと なる。XAとXBの 大 きさ別発 見率 を比

較 す ると,一 般 にXBの 発見率が低 く,6mm以 下 で

は どの階層で も1%以 下の危険率でXA>XBで

あ るが,7mm以 上の階層で は有意差 は認 め られ なかっ

た。

XBを 形 の うえで不規 則塊状 を 示す ものを 岩状,細

かい砂粒が 集合 した ように み える もの を集砂 状 とす る

と,岩 状723,集 砂状124コ とな る。 この 大 きさ別

の発見率 をし らべ る と,表6の ごとく一般 に 集砂 状の

発見率が低 く,6mm以 下 の各階 層では1%以 下の危

険率で集砂 状 く岩 状 とな るが,7勉 粥 以上の階層では両

者の間に有意差 は認 め られ なかつ た。

発見率低 下の分析:2mmの ものの 発見率は3.4%

ときわめて低 く,こ の程度の石灰化巣 は間接写真上 では

識別 しえず診 断限界外 にあ ると考 え られ る。3mm以 上

の158コ(骨 影 と重 な る もの72コ,正 切像 とま ぎらわ し

い もの8コ,骨 影 と重 な らない もの78コ)に つい て,

5名 の読み落 し率 を発見率か ら逆に計算す ると,表7の

よ う に な り骨影 との重 りの有無でみ ると1%以 下め

危 険率で有 〉無 であ り,読 み落 しの原因 としてXBの

場合 も骨影 との重 りが大 きな役割 を占めてい る こ と が

わか る。骨影 と重 な らない78コ は注意 して読 めば発 見
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表5 XBの 直接写真上の分布およびその間接写真上の発見率

表6 XBの 直接写真上の形状分布およびその間接写真上の発見率

し うる もので あ り,こ の うち19コ が少 な く とも1名

によつ て読 み落 され てお り,不 注意 による読 み落 しの割

合 は6.0%で ある。骨影 との重 り,正 切像 と ま ぎ ら

わ しい石灰化巣 など読 み落 しの原因 を有す る80コ にっ

いて,読 み落 しの原因 と思われ るものを分析す ると,5

%以 下 の危 険率 で後肋骨+前 肋骨重 ≒後肋骨+心 臓影

重>後 肋骨重 ≒前肋骨重 ≒正切像 とま ぎらわしい もの と

な り,骨 影 同志 または骨影 と心臓影 な ど2重 との 重 りが

読 み落 しを多 くしてい るてとがわか る。正切像 どまぎ ら

わしい もの8コ は3～6mmの 間に分布 し,右(4)は

A3bと 右(7)はA5と,右(6)はV3bと,左(3)はA3cと,

左(6)はA3bと,左(4)はV3bと 誤読 して読 み落 され た もの

であつた。

読 みす ぎの分析:表8の ごとく少な くと も1名 によ

って読 みす ぎた21コ の うち,正 切像 を読 みす ぎた もの

が19コ で大 多数 を占め る。その うち11コ は正切像が
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表7 XBの 間接写真読影上の発見阻害因子有無別の読み落し率

注:実 数……直接写真上の石灰化巣の数

読み落し数……5名 の読影者の何名が読み落したかを数字で示ず

 読み落し率…… 〔読み落 し数/実数×5(読影者数)〕×100
*はA3b ,× はV3b,+はA3

c,° はA5の 正切像を示す

表8 XBの 間接 写 真 上 の読 み す ぎ

骨影 に重 なつ た ものを読 みす ぎた ものである。 その ほか

にXAの 場合 と異 な り骨影 と重 な らないで正切像だ け

の ものを読 みす ぎた ものが8コ あつた。 正切像の 種類

別 にみ ると左右 ともA3bが 多い。 その他2コ は 後肋 骨

影 と心臓影 の重 りを右(1)と左(2)のリンパ腺石灰化巣 と読

みす ぎた例 である。

読影者個人別 成績:表9の ご とく,発 見率はXAで

76.2～85.0%, XB では 48.5～58.2% の間に分布

す る。統計学的に個人別に有意 差は認め られない。読 み

す ぎはXAで は1～2コ, XBで は5～10コ の間に

分布す るが,そ れ ぞれの実数に対す る読みす ぎの数の割

合 は個人別に有意差 を認めなかった。

以上の成績 は石灰化巣 を有す る症例で あるてとを知つ

た うえで慎重に読影 し,読 影限界 を探 ろ うと試 みた もの

で ある。

表9個 人別読影成績



304, 結 核 第34巻 策5号

〔B〕 普通の集団検診の さい に石灰化巣が どの程度正

し く診断 されてい るか につい ての検討

ての集団では今 までに石灰化巣が発見 されてい る もの

は45名 で被検者3,105名 の1.4%に 当る。 今 回の

2名 の独 立した読影 によつ てての うち42名 が石灰化 巣

を もつ もの と診断 されてお り,2名 と も読 み落 した もの

は3名 で,1名 ずつ読影 した場合は,そ れぞれ6名 と

7名 読み落 した てとになった。

肺野石灰化巣(XA)

間接写真 上の発見率については,表10の ごとく肺野

別には有意差 な く,大 きさ別 には1%以 下の危険率で

2mm<3～4mm≒5～8 mmの 有意差 とな り,大

きさ別 の発見率は 〔A〕 の場合 と同様 であつた。骨影 と

の重 り有無 別には 表11の で(とく,5%以 下 の 危険 率

で有 く無 となつてい る。骨影 と重 な らないで読 み落 され

た例 は,右 中野内側2mm1コ(発 見率1/2)と 右下

野内側4mm 1コ(発 見率0/2)で,い ずれ も右 中 下

野 の複雑 な血管影 の中にあ るものであつ た。

表10 XAの 直接写真上の分布およびその間接写真上の発見率

注: aは 直接写真上の石灰化巣の数

bは2名 の読影者が問接写真上発見 した石灰化巣の数の和

cは2名 の読影者の平均発見率 〔b/a×2(読 影者数)〕 ×100

表11 XAの 肋 骨 影 とのと重 り有無 別 に よ る間 接 写 真 上 の 発 見 率

肺 門 リンパ腺 石灰化巣(XB)

間接写真 上の発見率 は表12の ご とく,大 きさ別 では

1%以 下の危 険率で2mm<3～4mm≒5～15mm

とな る。石灰化巣 の大 きさ別 に 〔A〕 と 〔B〕 を比べ る

と3～4mmで は1%以 下の危険率で 〔A〕<〔B〕

とな り,か えつて 〔B〕 の方が よいが,57nm以 上の各

階 層では 〔A〕 〔B〕 の間に有意差 は認 め られなかった。

読 み落 しについては,2mmの 石灰化巣 は1コ も発

見 されてお らず 〔A〕 の場合 と同様診断限界外 と考 え ら

れ る。3～4mm以 上の もの につい て骨影 との 重 り そ

の他発見 を阻害す る因子 の有無別 にみ ると,表13の ご

とく発見を阻害 す る因 子のあ る方が1%以 下の危険率

で読み落 しが多かったが,因 子の種類別 では少数例 のた

めはつ きりした結 論はだす てとがで きなか つた。骨影 と
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表12 XBの 直接写真上の分布およびその間接写真上の発見率

全 く重 な らず注意すれ ば発見 し うる ものの読 み落 し率は

5.6%で 〔A〕 の場 合 と ほぼ同様 であった。 正 切像 と

まぎ らわ しかつた ものは,右(6)はV3bと,右(7)はA5と

誤読 して読 み落 した もので ある。

読 みす ぎは表14の ごとく,XAで 骨影 と重 な らな

いで読 みす ぎた ものは左A4bの みであ り,XBで は骨影

と重 な らないで左V3b,A6が 読 みす てされた。読 みす

ぎの うち,石 灰化巣 を有 す る例 についての読 みす ぎは1

3も なかつた。個人別には表15の ごと く,発 見率 読

みす ぎともほぼ同様の成績で あつた。

総 括および 考案

1)石 灰化巣 の分布

XAは 左右別では右>左,内 外側別では外 〉内,大 き

さ別では3～4mmが もつ と も多い。 てれ らの知見は千昭

葉 ら3)の 成人での 自然分布,有 馬4)の 小児での観察成

績 とほぼ一致 す る。XBは 左右 とも上葉気管支幹 リンパ

腺に もつ とも多 く認 め られてお り,て の点 日野5),山 県

6),有 馬4)ら の成績 とほぼ同様であつた。

2)間 接写真上石灰化巣 の発見率に影響 を及ぼす因子

i)石 灰化巣 の大 きさおよび骨影 と の 重 り:35mm

間接 写真 において 血管 ないし 石灰 の 可視最小限界 は 貝

田7),古 賀8),石 川9)ら は2m彫 で あ ると いい,足

沢10),黒 沢11)ら は3mmで あ ると報告 してい る。

ての可 視限界が骨影 との重 りの有無 で異な る て と は 佐

藤12),近 江13),鶴 田14)ら の指摘 してい るとてろであ

る。 ての点 を検討す るため,ま ず石灰化巣 中 〔A〕 では

5名 全員 〔B〕では 露名 と も読み落 した ものが 全例中

何%あ るか を 大 きさ別に 検討す る と表16の よ うにな

る。XAで は5mm以 上 は全例診断 可能で あ り,3～

4mmで は少数 なが ら診断限界外の ものが あ り,2mm

では診断限界外 の ものが ふえ る。その 内容 をさ らに分析

す ると前に述 べた ように,骨 影 と重 な らない場 合は2mm

で も診断可能 であ り,骨 影 との重 り,て と に2重 骨影

との重 りが診断を困維 に してい るてと が わ か る。XB

は7mm以 上の ものは全例診断可能で あるが,3～6

mmの ものでは 診断限界外 の ものが あ り,2mmの も

のはそのほ とん ど全部が診断限界外 にある。 ての場合 も

骨影,心 臓影 との重 りが診断 を困難 にしてい る て と は

XAと 同様であ る。一般 に同 じ 大 きさの ものを 比べ る

とXBはXAに 比べて発見 しに くいが,て れはXB

はXAと 異 なつて その大部分が肺動脈幹影や心臓影 に
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表13 XBの 間接写真読影上の発見阻害因子有無別の読み落し率

注:実 数……直接写真上の石灰化巣の数

読み落し数……2名 の読影者の何名が読み落 したかの数

読み落し率…… 〔読み落し数/実数×2(読 影者数)〕×100

 °はA5,× はV3bの 正切像を示す

表14 XA, XBの 閥 接 写真 」(の読 み す ぎ

* A1
bの 毅切像

** A4
bの正切像

重 なつて石灰化巣 として識別 しに くくな るた めであ る。

表15 で固人別読影 成績

表16読 影者全員が読み落した例

〔読み落した例数/実数〕

〔A〕読影者5名 〔B〕読影者2名

骨影 と重な らない ものの読み落 しについては,XAで

は右 中下野の複雑な 血管影の中にあつた もの,左 右の心
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臓影 の縁 に重 なつていた もの,右 上 内側 でAも の正切像

が 出現す る場所 でま ぎらわ しかつた ものな どであつた。

XBで は肺門部血管正切像 と ま ぎらわ しいため 読 み落

された ものがあつた。その読 み落 された ものの大 きさが

3～6mmと くに3～4mmに 多かつたが,て れは第

1報 で示 した血管正切像 の正 常の大 きさとよく一致 して

い る。誤読 の コ数は 〔A〕 では右5コ,左3コ,〔B〕

では右2コ,左0コ で右 に多い。 てれ も第1報 で示 した

てとく,と右肺血管正 切像 の方が左 肺血管正 切像に比べて

肺動 脈幹影 に重 な る割合 が多いためで ある。正切像 の種

類 別には 〔A〕 では右A3b3,V3b1,A51,左A3b,

A3c,V3b各1ず つ,〔B〕 では右A5,V3b各1ず つ

で,肺 門影に重な りゃすい正切像 を誤読 してい る。実際

に石灰化巣を認めた リンパ腺別に は,右 上幹 リンパ腺X

BをA3bと,右 葉 間 リンパ腺(上)XBをV3bと,右 中

リンパ腺XBをA5と,左L1+2 XBをA3cと,左L3-4

XBをA3bと,左 上幹 リンパ腺XBをV3bと 誤読 して読

み落 した ものであつ た。

表17肺 門部 におけ る血管正切像 と リンパ腺

石灰化巣 の鑑別

ii)石 灰化巣 の存在部位:XAで は内外別 では 発見

率 は内く外 とな る。 ての 点 につ いて千葉 ら5)も 同様 な

傾 向を認 めてい る。右 内側 中野が とくに発見率が低 かっ

たのは石灰化 巣が複雑 な血管影 の中にあって識 別 しに く

く読 み落 されたためであ る。XBで は 発見率は 右 気管

気管 支 リンパ腺XBお よび 左 気管支 幹 リンパ腺XB

に低い傾向が認 め られたが,例 数が少ないために部位別

に有意差 とはな らなかった。

iii)石 灰化の形状:XBに おいて 岩状 と集砂状に大

別 して発見率 を比較 した とてろ,6mm以 下の 同 じ大 き

さの もので は集砂状 く岩状で あつた。

iv)個 人別読影 成績:〔A〕 〔B〕 の場合 につい てそれ

ぞれ の 読影者 に よつて多少 の 発見率 の差が 認 め られ た

が,XA, XBそ れ ぞれ の場合 に つ き有意差 は 認 め ら

れ なかった。

3)読 みす ぎの分析

XAで は 〔A〕の場合,す べて骨影 と血管 が 重 なつ

た もの を読みす ぎてお り,骨 影 と重 な らないで読 みす ぎ

た例はない。〔B〕 の場合で もほぼ 同様の傾 向が 認め ら

れたが,骨 影 と重 な らないで左中野に お いてA4bの 正

切像 を読 みす ぎた例が1例 あつ た。XBに つい ては骨

影 と重 な らないで 正切像単独 を 読 みす ぎた 例が 〔A〕

〔B〕 それ ぞれ につ き38%,20%に 認 め られた。 正

切像 の種類別 では正常例 で出 現頻度 の 多い左右A3b,

V3bが 多 く,左 右別 では右 に多い傾 向が認 め られた。 て

の理 由 も第1報 に 示 した てとく,右 肺血管正切 像が左

肺血管正切像 に比 べて,肺 動脈幹影に重な りやすいため

と考 え られ る。

結 論

〔A〕 肺 内わ よび肺門 リンパ腺石灰化巣 の間接写真上

の読影限界 を知 るために,直 接写真上該部 に石灰化巣 を

認 める小学校学童130例 の有孔35mm間 接 写真 を5名 の

医師が石灰化巣 を有す る例 であ るてとを知つた うえで独

立 して慎重 に読影 した 成績 と,〔B〕 実際 の 集 団検 診の

さいに石灰化巣 が正 しく診断 され る割 合を知 るために1

小学校学童3,105名 について有孔35mm間 接撮影 を

行い,2名 の医師が独立 して読影 し今回石灰化 巣を認め

た43名 と 今までに 発見 されていた 石灰化巣 を 有す る

45名 とを比較 し,〔A〕 〔B〕 それぞれの 場合に ついて

直 接平面 写真 におけ る石灰化 巣の部位 と大 きさの計 測の

値 を基 準 として間接写真 読影成績 と比較検討 した結 果次

の結論 を得た。

1) XAで は骨影 ど重な らない場合は2mmの 石灰

化 巣で も間接写真 で発見可能 であ り,骨 影 と重な る場合

は2mmの ものでは25%,3～4mmの ものでは13

%発 見不能 の ものが あつたが,5mm以 上の ものは 全

例 発見 しえた。重 な る骨影 の種類別 に よる発見率は1重

骨影70～81%,2重 骨影18%で あ りてとに2重 骨

影 と重 な る場合が発見 を困難 にした。間接写真 上の読 み

落 しは骨影 と重 な る場合 のほか に複雑 な血管影 のあ る中

下野 内側 においてみ られ,読 みす ぎは骨影 と重 な らぬ場

合はわずか左酷 の正切像がXAと 疑われた以外はす

べ て骨影 と血管 の重 りがXAと 疑 われた。

2)XBで は2mmの ものは,間 接写真 上ではほ と

ん ど診断限界 外にあ り,骨 影 または心臓影 との重 り有無

別にみ ると,な しの場 合は3mm以 上の ものは 間接写

真でほ とん ど発見可能 で あつた。 あ りの 場合は3～4

mmの もので は間接写真 上49%,5～6 mmの もので

は8%発 見不能の ものがあ り,7mm以 上の ものは全

例発見 し え た。重 りの 種類別 によ る発見率 は3mm

以上の もので し らべ る と1重 の場合41～50%,2重 の

場合18～22%と な り,XAの 場合 と同様の傾向が み

られ た〇間接 写真 上の読 み落 しは以 上の骨影,心 臓影 と

重 な る因子 のほかに,正 切像 とま ぎらわしい場合が発見

阻害 因子あ るもの全数の10%に み られた。間接写真 上

読みす ぎの場合の90%は 血管正切像 に よるものであ り,
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XAの 場合 と異 な り,骨 影 に 重 な らないで 単独 に正切

像が読 みすて された ものが,読 みす ぎ総数 の38%も

あつた。読 み落 し,読 みす ぎ両者 の場合 において認 め ら

れ た血管正切像 は,左 右別で は右 に多 く,正 切像 の種類

別 では左右A3b,V3bが 多 く認 め られ た。

第1,2報 を通 じての結論

ッ反陰性胸部無所見学童 にっいて肺門部正切像 を構成

す る血管 を区域解 剖学 的に分析 し,正 切像の レ線写真上

の 出現頻度,形,大 きさについ て検索 した。次に肺 内お

よび肺門 リンパ腺石灰化巣 を認 める学童について,そ の

間接写真上の読影限界について検索す るとと もに,石 灰

化巣 ど血管正切 像 との鑑別について検討 した結 果,次 の

結 論 を得た

。XA;

1)骨 影 に 重 な らない ものは 大 きさ2mmで も問接

写真で発見 しうる。読 み落 しは不注意 に よる ものであつ

た。骨影 に 重とな るものでは2mmで は 間接写真で発見

困難 な もの もあ るが,3mm以 一上の ものは注意 して読 め

ばほ とん ど発見可能であつた。

2)間 接写真 上読 み 落 しを 防 ぐために 骨影の あ る部

分,と くに中下野 の複雑 な血管影 のあ る場所 に注意す る

必 要があ る。

3)間 接写真 上読 みす ぎを防 ぐために骨影 と血管 との

重 りがXAと 疑 わ しくみえ,ま た右A1b,左A4bの 正

切像 もXAと 疑わ しくみえ るてとがあ るので注意を要

す る。

XB:

1)大 きさ2mmの ものは間接写真では ほ とん ど 診

断限界 外にあ る。骨影 または心臓影 と重 な らない場合は

3mm以 上の ものは間接写真でほ とん ど発見 しえた。骨

影 または心臓影 と重 な る場 合は,間 接 写真 上3～4mm

の ものでは49%,5～6mmの も のでは8%発 見 不

能 の ものがあつたが,7mm以 上は全例 発見 しえた。

2)間 接 写真 上読 み落 し,読 みす ぎを防 ぐためには,

骨影 または心 臓影 のあ る部分 に注意 す るとともに,血 管

正切像 に注意 す る必要が あ る。XBと ま ぎらわしい 血

管正切像 の部位 は,右 上軸 ンパ腺XBとA3b,右 葉

駒 ンパ腺(上)XBとV3b,右 中幹 リンパ腺XBと

A5,左L1+2X8とA泡 左L3-4XBとA3b,

左 上幹 リンパ腺XBとV3bで あった。

3)そ の他,レ 線写真上 におけ る肺門部血管正 切像 と

該部石灰化巣の鑑別点 は表17に 示す通 りであ る。

おわ りに御校閲 を賜わつ た慈恵 医大林直敬教授 な らび

に御指導お よび御校閲 を賜 わつ た結核研究所長隈 部英雄

先生,研 究部長岩崎龍郎先生,附 属療養所長小池 昌四郎

先生,由 下英秋先生,島 尾忠男先生に心か らの感謝 を捧

げ ます。 また御協 力下 さつた 当研究所 の諸先生方に厚 く

御礼申 し.上げ ます。
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訂 正

本論文第1報(34巻4号252～257頁)中 に著者 よ りの訂正が あ りましたので お し らせ します。

255頁 右段 下1,2行 目

円形 を示 す ものが多 く,そ れぞれ91%,86%で あ り,楕 円形 を示す もの はそれ ぞれ

9%,14%で あ り… →… 円形 を示す ものが 多 く,そ れ ぞ れ91%,

88%で あ り,楕 円形 を示す もの はそれ ぞれ9%,12%で あ り…

表7


